
［令和５年度総括評価表］ 徳島県立阿波西高等学校

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

中高一貫教育の ①連携型中高一貫 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○中高一貫教育の交流 ○交流授業や参観授業、ガイ

推進 教育における中学 ①「学校では、生徒の基礎学力の向上に ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は74.8％、「あ （評定） 授業では、高校入学前 ダンス、教員による代表者会

校との相互交流を 向けた取組が行われている」と思う生徒 てはまらない」15.3％、「わからない」9.9％であ や入学後の生徒の状況 や部会など多数の活動計画に

通して学力の向上 の割合が70％以上。 った。 Ａ を知ることができてい より、中高双方の教員の指導

を図る。 ②「学校からの通知や便り、ホームペー ②「あてはまる」と答えた保護者の割合は76.9％、 る。また、学習指導は 力は生徒理解とともに向上し

ジなどは本校理解に役立っている」と思 「あてはまらない」12.0％、「わからない」11.1％ （所見） 教員自身の研修にもつ ている。

②連携中学校との う保護者の割合が70％以上。 であった。 高校入学前のウオームアップ ながっている。生徒及 また生徒の個性伸長を図る

交流を活性化する 活動計画 活動計画の実施状況 ガイダンス、入学後の交流授業 び教員を成長させるた ためには、中高一貫教育をよ

とともに、中学生 ①-1 交流授業を年間12回以上実施する。 ①-1 交流授業はどの教科も12回以上実施した。 や参観授業を通して、生徒は基 めの素晴らしい取組で り活性化させ、連携の成果を

や保護者、地域へ ①-2 連携３校での参観（公開）授業を５ ①-2 年間15回中高連携参観授業を実施した。参観 礎学力の向上を目指す意欲を高 ある。 地域に発信することが必要で

本校教育活動に関 教科で実施し、授業後評価を行う。 授業後は各教科ごとに授業報告と評価を行った。 めている。しかしながら習熟度 ある。魅力ある学校、地域か

する情報発信に努 ②-1 ウォームアップガイダンスを５回以 ②-1 連携中学校で５回実施することができた。 には個人差があり、学力定着の ら信頼される学校づくりに取

める。 上実施する。 ②-2 近隣中学校の中学３年生及び本校保護者に配 ための対策が必要である。 り組む。

②-2 阿波西だよりを年間２回発行し、近 布した。 また、ホームページ更新は担

隣中学校や本校保護者に配布する。 ②-3 授業や行事、部活動の様子は担当者が速やか 当者が速やかに行った。今後も

②-3 ホームページを活用し、学校紹介・ に更新した。また学校紹介ＰＲポスター、クリアフ 学校教育活動の広報とＰＲにつ

部活動紹介の広報を行う。 ァイルを作成し、近隣中学校等に配布した。 なげていきたい。

②-4 阿波西人権新聞を年間３回、保護者 ②-4 人権新聞を年間３回発行し，全学年の保護者

に配付する。 に配付することができた。

学習指導の工夫 ①確かな学力と身 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○タブレット端末の不 ○生徒の特性や学力の多様化

・改善 に付けた知識や技 ①「朝の学習や資格取得に向けて熱心に ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は 1年生77％、（評定） 具合の状況について把 が見られる。生徒には早期に

能を活用する思考 取り組んだ」生徒の割合が70％以上。 2年生66％、3年生75％であった。 握し、今後に向けた対 基本的な生活習慣や学習習慣

力と実践力の育成 ②・③「授業が分かりやすい」と思う生 ②「あてはまる」と答えた生徒の割合は１年生76％、 Ａ 策を講じていただきた を確立させ、明確な目的意識

を図る。 徒の割合が70％以上。 ２年生57％、３年生70％、全体で67％であった。 い。 を持たせるとともに、教員は

活動計画 活動計画の実施状況 （所見） 分かりやすい授業の創意工夫

②研究授業や参観 ①-1 朝のＨＲ活動前の20分間学び直しト ①-1 各学年団毎に実施し、教員が個別指導してい 朝の学習やティームティーチ ○ＩＣＴの有効活用を に努める必要がある。

授業、授業研究会 レーニングを実施し、「マナトレ」を活 く中で一定の成果を得ることができた。学年末には ングによる授業は、生徒に分か 今後も進めていただき

等により、授業構 用することで義務教育段階の学習内容の マナトレ検定を実施し、基礎学力定着の確認と自己 りやすい授業として評価されて たい。 ○タブレット端末は、今年度

想力と実践力の向 確実な定着に向けて、個々の学力に応じ 評価につなげている。 いる。また「マナトレ」の活用 になり、故障が急増した。授

上に努める。 た指導を全教員で行う。 は、生徒が主体的に学習に取り 業展開や内容について工夫し

①-2 ワークショップの手法を生かした生 ①-2 放課後補習等で実施した。 組むための一つの手段として効 ながら、生徒の学びの場を継

③ＩＣＴを効果的 徒主体の学習を実施する。 果的であると考え、毎年実施し 続させる。

に活用し、個別最 ①-3 漢字検定や英語検定、専門科目の資 ①-3 検定の受検を奨励し、学習環境を整えていく ている。

適な学びと協働的 格取得をめざした学習を推進する。 なかで、検定合格につなげることができた。 研究授業の他、中高連携によ

な学びを推進する。② 研究授業、参観授業及び授業研究会を ② 国語、数学、保健体育、福祉、ＨＲ活動におい る参観授業では、ＩＣＴを活用

積極的に実施する。 て研究授業及び研究協議を実施した。 し、生徒の主体的・対話的で深

③ ＩＣＴを効果的に活用した授業研究を ③ 電子黒板や一人一台端末を活用した授業を行い、い学びを意識した授業の実践を

行い、実践する。 教員のＩＣＴ活用指導力の向上に努めた。 図った。

進路指導の充実 ①キャリア教育を 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○家庭学習時間の減少 ○社会環境の変化や少子高齢

推進し、主体的に ①・③「学校では、生徒の希望を尊重し ①・③「あてはまる」と答えた生徒の割合は、全体 （評定） や読書離れの傾向があ 化など、生徒達を取り巻く環

進路選択ができる たきめ細やかな進路指導ができている」 では67％となっており、１年生76％、２年生57％、 る。対策として、スマ 境は大きく変化し、キャリア

能力・態度を育成 と思う生徒の割合が70％以上。 ３年生70％であった。 Ｂ ートフォンやゲームを 教育の重要性は高まってい

する。 ②「学校では、読書する習慣を身に付け ② 「あてはまる」と答えた生徒の割合は、23％に させない時間をつくる、る。次年度においても、外部

させる活動が行われている。」と思う生 とどまっており、昨年度と同程度である。 （所見） 図書館の開館時間を延 機関や地域と連携を図り、イ



②読書の奨励を図 徒の割合が70％以上。 進路指導については、担任と 長する、本と接する機 ンターンシップや職場見学な

り、生涯にわたり 活動計画 活動計画の実施状況 学年主任、進路指導主事が密に 会やイベントを実施す ど、職業理解の機会を設定す

学び続ける能力の ①-1 家庭学習の習慣を確立させ、学習時 ①-1 家庭学習時間調査は，毎月実施している。12 連携し、生徒の進路実現のため るなど、検討していた る。

育成を図る。 間全体平均を２時間以上にする。 月の調査では，全体平均が1時間40分（４月は１時 の充実したサポート体制を確立 だきたい。

①-2 アカデミックコースは全員、他コー 間52分）であった。 させている。各学年における補 ○図書関係では、すべての生

③生徒一人一人に スは希望者で補習を実施し、出席率を90 ①-2 予定どおり実施することができた。出席率も 習の出席率も高い。 徒にとって図書館が利用しや

応じたきめ細かな ％以上とする。3年生の就職希望者に補習 90％を超えた。 図書館での貸出数は昨年度と すいと実感できるよう、工夫

進路指導の充実を を実施し、出席率を90％以上とする。 ②一人あたり年間貸出冊数は2.6冊（昨年度2.0冊） 比較すると、徐々に増え始めて を重ねる。また入館しやすい

図る。 ② 生徒一人あたり年間読書量について昨 図書館利用回数は年間4.7回（昨年度6.8回）であっ いる。図書館便りの発行や新刊 雰囲気作りを大切にし、図書

年度比からの上昇を目標とする。 た。（12月末現在） 図書の案内、掲示板の利用、イ 館運営の充実に努める。

③-1 卒業生との対談を実施する。（「先 ③-1 県内の事業所から１４名の卒業生を招いた。 ベントの企画などすべての生徒

輩へのインタビュー」） インタビューを通して，仕事や職場での様子につい が興味・関心を持てるよう創意

③-2 個人面談を各学期に１回以上実施す て体験談やアドバイスをいただくことができた。 工夫している。

る。 ③-2 各学期毎に面接週間を設定し，予定通り実施

した。

人権教育の推進 ①自尊感情を高め 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○人権学習における活 ○校内での人権教育推進体制

る教育を推進する ①「自分や他者を大切に思う心や態度が ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は77%、「あ （評定） 動において、活発な意 を確立し、人権教育の推進を

とともに、人権尊 育っている」生徒の割合が70％以上。 てはまらない」8％であった。 見交換がなされ、生徒 図る。人権教育をホームルー

重の精神の涵養に ②「様々な人権問題の解決に向けて真剣 ②「あてはまる」と答えた生徒の割合は74%、「あ Ａ が主体的に参加できる ム活動をはじめとする全ての

努める。 に考えている。」と思う生徒の割合が70 てはまらない」13％であった。 ような授業展開ができ 教育活動に位置づけ，全教職

％以上。 （所見） ている。これからも生 員で取り組む。

②一人一人の人権 活動計画 活動計画の実施状況 校内体験学習は，民間教育団 徒をより良く伸ばす教 また、人権学習は自尊感情

を尊重し、他者と ①-1 「人権に関する意識調査」の結果を ①-1 意識調査を行い、様々な人権課題について、 体と連携し、４月及び１月に３ 育活動に取り組んでほ を大切にし、主体的に考える

協働して活動でき 基に、その後の指導に活用する。 人権の日やＨＲ活動で取り上げた。 回実施した。仲間づくりについ しい。 ワークショップ形式を取り入

る力を育成する。 ①-2 年間１回人権教育行事を実施する。 ①-2 人権教育映画を全校生徒で鑑賞した。短い生 て講義・ワークショップ形式で れ、人権意識の一層の向上を

①-3 各学年で年間１回以上研究授業を実 涯を清々しく生ききった主人公から、命ある一日の 行い、自他ともに大切にする心 図る。

施する。 大切さを教えてくれる希望と感動の実話であった。 について学ぶことができた。

②-1「人権の日」を年間11回実施する。 ①-3 各学年で計画通り実施できた。 人権学習は、ワークショップ

②-2 人権学習ＨＲ活動に生徒が主体的に ②-1 計画通り実施できた。 を取り入れている。この手法に

参加し、考える場となるようワークショ ②-2 人権学習ＨＲ活動では、各学年ともワークシ より、参加者の態度や意欲が喚

ップによる学習を実施する。 ョップ（体験的参加型学習）を取り入れた学習を実 起され、積極的な行動につなが

施し、生徒が主体的に取り組むことができた。 る。ファシリテーターを務める

教員の技能も重要な要素とな

る。

生徒指導の徹底 ①基本的生活習慣 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○校則見直しについて ○学校生活や人間関係に悩み

の確立を図るとと ①「頭髪・服装等の身だしなみを整えて ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は88％、保護 （評定） の取組は、生徒の意見 を持つ生徒が少なからずい

もに、正しいルー いる」、「挨拶をよくしている」生徒の割 者の割合は、70.7％であった。 も取り入れていただき る。アンケートの実施や面談

ル・マナーを習得 合が90％以上。 Ｂ たい。 を通して、生徒理解と情報共

させる。 ②-1「学校は、日頃からいじめの早期発 ②-1「あてはまる」と答えた生徒の割合は39.4％、 有に努め、早期発見・早期対

見に取り組んでいる」生徒の割合が70％ 「あてはまらない」25.0％、「わからない」35.6％ 「生徒が主体的に参画する校 ○自転車利用者のヘル 応に努める。

②いじめを早期に 以上。 であった。 則」の見直しを実施した。全校 メット着用を浸透させ また、今年度生徒が主体的

発見する態勢を整 ②-2「交通ルールや交通マナーを守り、 ②-2 「あてはまる」と答えた生徒の割合は90.2％、 生徒からの意見を受け付け、周 てほしい。 に参画する校則見直しを実施

えるなど、安全教 交通事故の未然防止に努めている」生徒 「あてはまらない」6.1％、「わからない」3.7％で 知を図るとともに、学校ホーム した。すべての生徒が気持ち

育の徹底を図る。 の割合が90％以上。 あった。 ページでも公開した。 良く学校生活ができるよう次

活動計画 活動計画の実施状況 いじめや問題行動について 年度もさらに検討を重ねる。

①-1 学年集会などを通してルール・マナ ①-1 学年集会や日常の観察等で機会を捉え指導を は、学校生活アンケートを通し 交通安全啓発活動について

ーを習得させ、問題行動の発生を未然防 行い、問題行動等の発生を未然に防いだ。 て個人面談を行うなど細かな対 も、関係諸機関や近隣中学校

止する。 応をすることでトラブルの未然 と連携を図りながら進める。

①-2 学年主任会などで教員間の連携を密 ①-2 学年主任会を年間５回開催し情報を共有した。防止と生徒の実態把握に努めて ヘルメットの着用率は10％に

にし、些細なことも話し合い、情報の共 また、課題に対して組織的に対応した。 いる。 満たない状況であり、着用促



有と組織的な対応を行う。 また交通安全指導について 進に向けた取組が必要であ

②-1 年間２回学校生活アンケートと個人 ②-1 アンケート実施後、個人面談を行うことで問 は、毎朝の立哨指導や生徒会役 る。

面談を実施する。 題の早期発見と対応につなげた。 員の啓発活動など目に見える形

②-2 交通事故の未然防止のため、関係機 ②-2 年間計画を立て、交通安全教室や車体検査、 での取り組みを行うことで、生

関と連携し、多様な啓発活動を行う。 登校時の立哨指導、毎月２０日の交通安全の日など 徒の交通安全意識の向上につな

を実施した。 がっている。

環境・防災教育 ①環境美化活動を 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○ボランティア活動で ○本校は今年度、とくしまＧ

の推進 推進し、環境問題 ①「清掃に積極的に取り組んだり、ゴミ ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は78.6％、「あ （評定） は積極的に学校から参 Ｘスクールの認定（３年間）

に取り組む態度と の分別や節電・節水に努めている」と思 てはまらない」13.7％、「わからない」7.7％であ 加していただき、良い を受けた。環境委員会をはじ

実践力の育成を図 う生徒の割合が70％以上。 った。 Ａ 行事となっている。 めとして学校全体で清掃の徹

る。 ②「防災避難訓練や防災教室に参加する ②「あてはまる」と答えた生徒の割合は77.3％、「あ 底とゴミの分別、環境整備や

ことで、防災に対する意識が高まった」 てはまらない」6.8％、「わからない」15.9％であ （所見） 美化活動、節電・節水に取り

②地域の課題を探 と思う生徒の割合が70％以上。 った。 日頃から清掃活動の徹底に努 組む。

究し、その解決に 活動計画 活動計画の実施状況 め、校舎内の環境も整備されて

取り組む発想力と ①-1 日頃からゴミの分別を推進する。 ①-1 教室への分別容器の設置により啓発推進した。いる。 ○防災、ボランティア活動は、

行動力を育成する。①-2 日頃から節電・節水に努める。 ①-2 校内に電気・水道使用量変遷グラフを掲示し、 防災関係については、年間計 コミュニティスクールの活用

①-3 地域の清掃活動や植栽活動などに積 節電・節水につなげた。 画に基づいて実施している。防 等、地域と協働して体験的に

極的に参加する。 ①-3 1・3年生によるクリーン作戦、全校生徒によ 災士の資格取得や阿波市防災フ 取り組むことで、次代を切り

②-1 消防関係団体と連携した避難訓練を る学校周辺の溝清掃、環境委員及び生徒による植栽 ェスタへの参加などボランティ 拓く社会のリーダー育成に努

実施し、生徒に避難方法や経路を十分把 ボランティアを地域と連携し実施した。 ア活動も継続して実施してい める。

握させると共に地域との連携を深める。 ②-1 12月徳島中央広域連合西消防署と連携し、避 る。

②-2 防災教室を実施する。 難訓練を実施した。

②-3 地域のリーダーとして活躍できる実 ②-2 3月に防災教室を実施した。（予定）

行力を養成する。 ②-3 防災教室で家族と避難場所を確認するよう促

した。（予定）

心身ともに健康 ①食育の充実を図 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○達成度が低いところ ○「ほけんだより」の発行に

な生徒の育成 るなど生徒自らが ①「食生活や運動などに気を付け、健康 ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は74.2％、「あ （評定） もあるが、アンケート より、健康情報を広報・周知

健康を保持増進で 的な生活を心がけている」生徒の割合が7 てはまらない」15.9％、「わからない」9.9％であ の質問内容が分かりづ させる。様々なテーマを設定

きる力を養う。 0％以上。 った。 Ｂ らい部分があるのでは し、興味を持てるよう工夫す

②「教員は悩みや相談などに親身になっ ②「あてはまる」と答えた生徒の割合は57.6％とな ないか。表記の仕方を る。今年度は、近隣高校の保

②教育相談体制の て対応してくれる」生徒の割合が70％以 っており、１年生66.7％、２年生42.6％、３年生65. （所見） 検討願いたい。 健委員が学校環境衛生に関す

充実を図り、生徒 上。 0%であった。 健康の保持増進を図るため、 る内容をリレー連載した。

や保護者の悩みの 活動計画 活動計画の実施状況 毎年授業の中でアンケート調査

解消に向けて取り ①-1 食育の啓発を強化し、朝食摂取率を ①-1 保健委員会作成の「ほけんだより」を年間10 を実施している。食育や運動を ○スクールカウンセラーが配

組む。 上げる。(80％以上) 回発行した。また、朝食の摂取率は、全体で76.2％ 通して健全な生活の実践を育ん 置されており、専門的見地か

①-2 運動に関する啓発を強化し、運動 であった。 でいる。 らの支援ができている。教職

(30分以上）実施率を上げる。（50%以上） ①-2「ほけんだより」や保健室前の掲示物を積極的 教育相談に関しては、クライ 員に対する講義も実施し、教

②相談週間（ハートフル週間）を設け、 に活用した。運動実施率は78.6％であり、昨年度(3 エントの抱える悩みを傾聴し、 育相談体制の充実を図ること

ハートフルルームを活用する。 8％)を上回った。 共感的に理解することで、援助 ができている。

② スクールカウンセラーが配置され、隔週水曜日 や解決に導いている。

生徒、保護者、教員等とのカウンセリングを行った。

特別活動の充実 ①生徒会活動・部 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○全国的に少子化の中 ○部活動の加入率・部員数に

活動やボランティ ①「生徒会活動・部活動やボランティア ①「あてはまる」と答えた生徒の割合は全体で64.4 （評定） で、部活動の合同チー ついては、生徒数の減少に伴

ア活動を活性化さ 活動に積極的に取り組んでいる」生徒の ％であり、１年生66.7％、２年生53.2％、３年生75. ムも増えている。他校 い、減少傾向にある。部員数

せ、社会性の育成 割合が70％以上。 0％であった。 Ｂ の情報も取り入れるこ 不足は喫緊の課題である。部

を図る。 ②「学校行事に積極的に取り組んでいる」 ②「あてはまる」と答えた生徒の割合は、全体で とは参考になる。部活 活動の活性化に向け、練習の

と思う生徒の割合が70％以上。 81.2％であった。 （所見） 動の活性化を図ってほ あり方や他校との合同チーム

②学校行事に主体 活動計画 活動計画の実施状況 豊かな心と健やかな体を育成 しい。 編成など工夫し、生徒が意欲

的に取り組む姿勢 ①校内及び地域におけるボランティア活 ① ＪＲＣ部を中心とする地域のボランティア活動 するためには、協働的な学びの 的に取り組むことができるよ

を養い、集団の一 動を推進し、積極的な参加を促す。 参加については、少しずつその機会を増やしている。場や生徒の主体的な活動の場を ○行事を通して、自己 う努める。



員としての所属感 ②生徒会活動・委員会活動を活発にし、 ② 阿波西祭は、４年ぶりに通常開催した。生徒会 設定することは有意義である。 肯定感が上がったとい

を高める。 連携をとりながら学校祭をはじめとする 役員を中心に、生徒が工夫しながら取り組むことが 生徒には、活動についての理解 う感想がある。行事は

各行事を充実させる。 できた。またＰＴＡ役員によるバザーの実施、保護 を深めさせるとともに、学校と １クラスだけでなく、

者からも多数参観をいただき、行事を通して集団行 地域との連携のあり方も重要課 機会があれば学校や学

動の体得と責任感や連帯感の涵養を図ることができ 題となっている。 年全体で実施すること

た。 で教育の効果が上がる

と感じている。

主権者教育・消 ①１８歳成年に対 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○１８歳成人になるが、○あらゆる機会を通して、教

費者教育の推進 応し、主権者とし ①・②「主権者、消費者としての意識を ①・② 「あてはまる」と答えた生徒の割合は全体 （評定） 意識を高めるには時間 職員の資質向上を図り、幅広

ての自覚と社会参 高められている」と思う生徒の割合が70 で55.3％であり、１年生64.4％、２年生42.6％、３ Ｂ を要する。課題は低年 い知識やスキルを習得できる

画意識の涵養を図 ％以上。 年生66.0％であった。 齢化しており、主権者 よう研修の工夫を図る。

る。 活動計画 活動計画の実施状況 （所見） ・消費者教育を進めて

②持続可能な社会 ①主権者としての意識が醸成できるよう ① 阿波市と連携した選挙スクールの開催や授業を 主権者、消費者としての意識 いただきたい。 ○主権者教育や消費者教育等

の形成に向け、積 様々な機会を設定する。 通して主権者意識を高める取組をした。 をさらに高めていくためには、 の理解を深めるために、様々

極的に行動できる ②関係機関と連携し、消費者としての権 ② 講演会の実施やエシカルツアー、家庭クラブの 主権者教育やエシカル消費の活 なテーマを設定し、体験学習

消費者力の育成を 利や責任について自覚させるとともにエ 食育展や阿波ベジのＰＲ活動、とくしまエシカル高 動を通して、国や社会の課題を ができるよう授業計画する。

図る。 シカル消費を推進する。 校生委員としての活動などエシカル消費の普及啓発 自分事として捉え、自ら考え判

活動を積極的に推進し、生徒の主体的かつ深い学び 断し、行動できるよう育むこと

を実践した。 が重要である。

働き方改革 ①勤務時間の管理 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○教育レベル確保のた ○学校を取り巻く環境の急速

と意識改革を図る。①長期休業中の学校閉庁日を設定すると ① 学校閉庁日における年休取得率は夏季休業中は （評定） め、現場の先生が働き な変化に伴い，学校が抱える

ともに、計画的に年休取得ができている 91.6％、冬季休業中は88.6％であった。勤務時間に Ａ やすい職場、ゆとりを 課題は複雑化、多様化してい

②地域資源の活用 教職員の割合が90％以上。 ついては、総務事務システムから全教職員が把握し 持って仕事ができる環 る。教職員が疲労や心理的負

や外部人材を積極 ②外部人材の活用が図られているという ている。 （所見） 境づくりが必要である。担を過度に蓄積して心身の健

的に導入する。 教職員の割合が70%以上。 ② 外部人材の活用が図られ、教育的効果は大きい 福祉コースにおいて、地域人 外部人材を活用しなが 康を損なうことがないよう、

と感じている教職員の割合は高い。 材（社会人講師）とティームテ ら取り組んでいただき 効果的に業務を行うことがで

活動計画 活動計画の実施状況 ィーチングの形態で授業を実施 たい。 きる環境を整備することが必

①長期休業中の学校閉庁日を設定し、計 ① 夏季休業中に２日間(8/14、8/15)、冬季休業中 している。専門性の高い講師を 要である。

画的な年休取得を促す。 に２日間(12/28、1/4)の学校閉庁日を実施した。 授業に活用することで生徒の興

②授業や特別支援教育における外部人材 ② 外部人材を導入し、社会人講師６名、スクール 味・関心は高く、教育的効果が

を効果的に活用する。 カウンセラー１名、部活動指導員１名が教育指導に 上がっている。

当たった。

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった


